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ァ
列
音
の
機
能
と
ク
語
法
（
福
田
）

古
代
日
本
語
の
動
詞
型
活
用
語
に
は
、

ア
列
音
か
ら
体
言
ま
た
は
動
詞
に
付
い
た
事
例
が
か
な
り
多
く
見
出
さ
れ
る
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
事
例
は
い
ず
れ
も
複
合
語
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
語
構
成
法
が
、
上
代
で
も
古
い
時
代
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い

つ
ま
り
史
前
日
本
語
時
代
に
盛
行
し
て
い
た
の
が
、
文
献
時
代
に
入
っ
て
は
衰
退
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
文
献
以
前
、

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
事
例
を
次
に
記
す
こ
と
に
す
る
。

向
股
（
向
か
股
ー
記
）
、
牟
良
登
理
（
群
ら
鳥
ー
記
）
、
枯
山
（
枯
ら
山
ー
記
）
、
阿
佐
遅
波
良
（
浅
さ
茅
原
ー
記
）
、
加
良
奴

も

く

も

（
枯
ら
野
ー
記
）
、
阿
娑
努
（
浅
さ
野
ー
紀
）
、
詞
羅
怒
（
枯
ら
野
ー
紀
）
、
茂
羅
玖
毛
（
群
ら
雲
ー
紀
）
、
叢
雲
（
群
ら
雲
ー

ま

こ

と

ま

が

た

ま

紀
）
、
枯
樹
（
枯
ら
樹
ー
紀
）
、
麻
我
許
登
（
祝
詞
）
・
悪
事
（
曲
が
事
ー
記
）
、
勾
惑
（
記
）
・
曲
玉
（
曲
が
玉
ー
紀
）
、
玖
詞
兌

く

た

ち

（
潜
か
兌
ー
記
）
、
区
詞
陀
智
（
潜
か
役
ー
紀
）
、
須
多
杯
（
捨
た
公
平
ー
紀
）
、
乾
迩
（
乾
ら
跡
ー
紀
）
以
上
記
紀

あ
ら
し

阿
良
久
佐
（
荒
ら
草
）
、
荒
波
（
荒
ら
波
）
、
安
良
野
（
荒
ら
野
）
、
荒
山
、
荒
人
神
（
現
ー
生
ー
ら
人
神
）
、
浅
茅

あ
ら
か
き

荒

垣

、

嵐

、

む

な

へ

く

や

み

（
浅
さ
茅
）
、
晩
（
暮
）
闇
（
晩
ら
闇
）
、
安
可
等
吉
（
明
か
時
）
、
村
山
（
群
ら
山
）
、
武
良
奈
倍
（
群
ら
苗
）
、
村
肝
乃
（
群
ら

ァ
列
音
の
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と
ク
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眩

で
あ
る
。 肝

の
）
、
行
腺
（
向
か
胚
）

以
上
万
葉
集

以
上
の
事
例
以
外
に
も
、
動
詞
の
ア
列
音
語
尾
か
ら
体
言
に
付
い
て
体
言
を
修
飾
す
る
事
例
が
、

出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

あ

「
向
く
」
「
浅
す
」
「
明
く
」
は
、
四
段
活
・
下
二
段
活
の
両
方
に
活
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
群
る
（
群
る
）
」
「
荒
る
」
「
現
る
（
生

る
）
」
「
晩
る
」
「
曲
ぐ
」
「
捨
つ
」
「
乾
る
」
は
、
い
ず
れ
も
下
二
段
活
で
あ
る
。
「
潜
く
」
は
お
そ
ら
く
四
段
に
活
用
し
て
い
た
と
推

定
さ
れ
る
。

な
お
、
伊
勢
物
語
に
見
え
る
東
国
の
民
謡
系
と
思
わ
れ
る
歌
「
夜
も
明
け
ば
き
つ
に
は
め
な
む
、
く
た
か
け
の
ま
だ
き
に
嗚
き
て

背
な
を
や
り
つ
る
」
の
「
く
た
か
け
」
は
、
「
腐
鶏
」
で
、
「
腐
た
鶏
」
で
あ
る
。
「
腐
（
朽
つ
）
」
は
上
二
段
活
で
あ
り
、
万
葉
集
に

は
、
「
腐
つ
」
と
四
段
活
「
腐
す
」
が
見
え
る
。
上
二
段
活
「
腐
つ
」
が
、
「
鶏
」
を
修
飾
す
る
た
め
に
、
ア
列
音
語
尾
を
と
っ
た
の

万
久
曾
（
新
撰
字
鏡
）

マ
ク
ソ
（
類
緊
名
義
抄
）

マ
ク
ソ

と
あ
る
が
、
新
撰
字
鏡
・
和
名
抄
・
類
緊
名
義
抄
・
色
葉
字
類
抄
そ
の
他
に
「
メ
ク
ソ
」
と
も
訓
ま
れ
て
い
る
。
「
目
糞
」
の
意
で
あ
る
。

膜
マ
ケ
（
色
葉
字
類
抄
・
類
緊
名
義
抄
・
字
鏡
集
）

マ

ケ

は
「
目
気
」
、
即
ち
「
日
の
病
気
」
の
意
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の
紅
葉
賀
の
巻
に
「
マ
ガ
ハ
（
目
皮
）
」
は
「
マ
ブ
タ
」
の
意
で
あ
る
。

「
マ
ナ
ブ
タ
」
は
す
で
に
万
葉
集
巻
十
六
に
「
瞼
」
を
「
マ
ナ
ブ
タ
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
が
、
「
マ
ブ
タ
」
は
字
鏡
集
ま
で
下
っ
て
も

ま

く

そ

ま

け

ま

が

は

ま

見
え
な
い
。
と
も
あ
れ
、
複
合
名
詞
の
「
目
糞
」
「
目
気
」
「
日
皮
」
の
「
目
」
が
ア
列
音
で
あ
る
こ
と
は
、
下
の
「
糞
」
「
気
」
「
皮
」

を
修
飾
す
る
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
記
紀
そ
の
他
の
文
献
に
見
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t
a
m
a
k
i
 (
手
纏
き
）

t
a
m
u
k
a
f
i
 (
手
向
か
ひ
）

t
a
m
o
t
o
 C
手
本
）

tasuki (
手
緑
）

tatikara (
手
力
）

t
a
w
o
j
a
m
e
(
手
弱
女
）

連
な
る
ば
あ
い
も
、

「
マ
」

を
修
飾
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
「
メ
グ
ソ

ま
「
目
守
る
」
の

「
マ
」

と
な
っ
て
下
の
用
言
を
修
飾
し
て
い

ま

く

は

ま

ぎ

ら

ま

か

ま

か

ま

も

「
罷
る
」
は
「
目
離
る
」
、
「
参
る
」
は
「
目
居
る
」
、
「
守
る
」
は
「
目
守
る
」
、
「
ま
妙
し
」
は
「
目
妙
し
」
、
「
紛
は
し
」

霧
ら
は
し
」
で
あ
ろ
う
。
仁
徳
記
に
「
来
入
り
麻
（
紀
、
摩
）
章
来
れ
」
、
万
葉
集
に
「
末
烏
し
」
「
麻
為
出
」
「
麻
為
来
む
」
等
の

ま

ゐ

事
例
か
ら
推
量
す
る
に
、
古
く
は
上
一
段
活
「
目
居
る

（
参
る
）
」
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
複
合
語
は
す
べ
て
上
代
に

文
証
あ
る
事
例
で
あ
る
が
、
複
合
語
が
動
詞
に
し
て
も
形
容
詞
に
し
て
も
、
「
目
」
が

ま

か

ひ

ま

こ

ま

け

る
の
で
あ
る
。
「
目
な
間
」
「
目
な
子
（
瞳
）
」
「
目
つ
毛
（
睫
）
」
の
よ
う
に
、
「
な
」
「
つ
」
の
古
い
格
助
詞
が
つ
い
て
下
の
名
詞
に

と
ア
列
音
を
と
る
の
も
、
下
の
名
詞
「
間
」
「
子
」
「
毛
」

（
目
糞
）
」
よ
り
「
マ
グ
ソ
」
、
「
メ
ジ
リ
（
背
）
」
よ
り
「
マ
ナ
ジ
リ
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
古
い
形
で
あ
ろ
う
。

「
守
る
」
も
、
「
目
（
甲

me

古
事
記
に
限
る
ー
|
)
る
」
と
思
わ
れ
る
。
「
ま
見
ゆ
」
が
「
目
見
ゆ
」
で
あ
る
の
と
同
じ
事
例
で

あ
る
。
し
か
し
て
、
名
詞
「
目
」
は
乙
．
mt
で
あ
り
、
上
一
段
活
「
見
る
」
の
「
見
」
は
、
す
べ
て
甲

m
で
あ
る
。
「
見
（
召
・
食
）

す
」
の
「
見
洒
甲
mt
で
あ
る
。
一
音
節
の
語
根
が
、
／

a
／
i
/
e
/＂
e
/
0
／
と
活
用
し
、
つ
ま
り
C
+
V
の
一
音
の
語
根
の
母

音
が
交
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
語
法
上
の
機
能
や
品
詞
性
を
変
え
る
。
母
音
が

a
を
と
る
ば
あ
い
、
下
の
語
の
体
言
・
用
言
を
修
飾

す
る
機
能
を
表
わ
し
て
、
複
合
語
を
構
成
す
る
。

tabi 
(
手
火
）

な
お
、

t
a
w
o
r
u
 (
手
折
る
）

tanigiru 
(
手
握
る
）

体
言
「
手
」
の
母
音
が
下
に
付
く
体
言
ま
た
は
動
詞
を
修
飾
す
る
た
め
に
、

向
か
伏
す
極
み
。
武
特
さ
履
楼
（
向
か
離
く
る
I

紀
）
朝
日
能
豊
逆
（
栄
）
登
爾

t
a
t
u
k
a
t
u
w
e
 (
手
束
杖
）

a
と
交
替
し
た
の
で
あ
る
。

と
よ
さ
か

（
朝
日
の
豊
栄
登
り
に
ー
祝
詞
）

は

ま
「目

3
 



sa ,
 
k
u
 (
~
<
・
嘩
文
．
翠
叉
•
海
〈
・
写
ズ
・
求
〈
）

が

中

s
o
 ,
 ru (
函
芯
5

．
苅
は
5

)

/
 sa-ku (
~
<
・
嘩
文
・
翠
ス
・
苺
文
・
写
ズ
・
菜
〈
）
／
と
語
源
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
花
の
雷
の
花
弁
が
「
割
（
裂
）
け
て
」
、
花
が
「
咲
（
開
）
＜
」
こ
と
に
な
る
。
「
裂
く
」
は
同
体
で
あ
っ
た
も
の
が

「
離
れ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
同
体
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
「
避
け
る
」
こ
と
で
あ
り
、
同
体
で
あ
っ
た
も
の
と
「
反
れ
」
、
逆
な
方
向
に

向
こ
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
逆
か
ー
葺
く
・
巻
く
・
登
る
」
の
複
合
動
詞
の
前
項
の
「
逆
」

め
に
、
「
避
く
」
が
ア
列
音
を
と
っ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
叩
瞬
」

う
。
／
sa ,
 
ru ／
は
、
空
間
的
に
も
、
時
間
的
に
も
、
も
し
く
は
心
理
的
に
も
、
移
動
す
る
こ
と
が
、
本
来
の
意
味
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
去
る
こ
と
、
来
る
こ
と
、
行
く
こ
と
、
遷
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
あ
る
時
処
か
ら
「
離
れ
る
」
「
移
動
す
る
」

を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
に
も
本
づ
く
と
思
わ
れ
る
。

事
例
六
、
「
逆
」
で
表
記
さ
れ
た
事
例
三
で
あ
る
。
「
逆
」

sa ,
 
ru (
t
~
G・
睾
が
•
海
が
）

の

「
さ
か
」

は
ヽ

こ
と
で

に
お
い
て
、
母
音
交
替
と
接
尾
辞
の
相
違
、
さ
ら
に
四
段
活
、
下
二
段
活
、
ま
た
同
じ
動
詞
の
四
段
、
下
二
段
両
活
等
の
相
違
に
よ

っ
て
生
じ
た
意
義
分
化
の
現
象
を
相
対
的
に
考
慮
す
る
に
、

芦
豪
く
（
万
葉
、
巻
八
、
一
六
三
七
）
、
声
駈
く
（
万
葉
、
巻
十
一
、
二
四
一
―

10)、
さ
亨
い

の
複
合
動
詞
の
前
項
「
逆
」
も
、

後
項
を
修
飾
す
る
た

も
同
じ
で
あ
ろ

中

中

s
o
 ,
 
k
u
 C
J
J
l
<
・
岩
文
）

「
向
か
伏
す
」
「
向
か
離
く
る
」
は
、
共
に
二
つ
の
動
詞
か
ら
構
成
さ
れ
た
複
合
動
詞
の
前
項
が
ア
列
音
を
と
っ
て
、
後
項
の
動
詞

と

よ

さ

か

と

よ

ほ

ほ

も

と

を
修
飾
し
て
い
る
。
「
豊
栄
登
り
」
の
「
豊
」
は
、
「
豊
寿
き
、
寿
き
追
ほ
し
（
仲
哀
記
）
」
の
「
豊
」
と
同
じ
く
、
複
合
語
「
栄
登

り
」
を
修
飾
す
る
接
頭
辞
的
美
称
で
あ
る
。
「
朝
日
の
豊
栄
登
り
」
は
、
祝
詞
の
慣
用
詞
句
で
、
「
さ
か
」
が
「
栄
」
で
表
記
さ
れ
た

で
表
記
し
た
の
は
単
な
る
借
訓
で
は
な
く
、
「
栄
」
と
「
逆
」
と
が
語
源

4
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あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
春
さ
れ
ば
」
「
夕
さ
れ
ば
」
が
「
春
に
な
る
と
」
「
夕
方
に
な
る
と
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
動
詞
＋
動
詞
の
複
合
動
詞
に
お
い
て
、
前
項
の
動
詞
が
後
項
の
動
詞
を
修
飾
す
る
ば
あ
い
、
前
項
動
詞
の
活
用
の
種

類
に
関
係
な
く
、
ア
列
音
語
尾
を
と
る
修
飾
形
が
あ
る
こ
と
は
認
め
て
差
し
支
え
な
い
。
「
生
き
死
に
」
「
行
き
帰
り
」
「
咲
き
散
る
」

「
読
み
書
き
」
等
の
複
合
語
に
お
い
て
、
前
項
と
後
項
と
が
意
味
的
対
立
関
係
に
あ
る
も
の
に
お
い
て
は
、
前
項
が
ア
列
音
語
尾
を

と
る
こ
と
は
な
い
。
と
は
い
え
、
修
飾
語
が
被
修
飾
語
の
前
に
位
置
す
る
の
が
、
原
則
的
に
国
語
の
特
質
で
あ
る
か
ら
、

は
前
項
動
詞
が
ア
列
音
を
と
ら
な
い
複
合
語
に
お
い
て
も
、
後
項
の
動
詞
と
の
関
係
は
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
に
あ
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
に
よ
り
、
動
詞
十
体
言
・
動
詞
＋
動
詞
等
の
語
構
成
の
形
式
を
有
す
る
複
合
語
に
お
い
て
、
前
項
の
動
詞
が
ア

列
音
語
尾
を
と
る
こ
と
は
、
修
飾
機
能
を
表
わ
す
も
の
で
、
後
項
が
体
言
で
あ
る
複
合
語
に
お
い
て
も
、
本
来
的
意
味
で
の
連
体
形

の
機
能
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
項
の
語
が
ア
列
音
を
と
っ
て
、
後
項
の
語
に
付
い
て
複
合
語
を
構

ア
メ
（
天
）
↓
ア
マ
ク
モ
（
天
雲
）
・
ア
マ
ヂ
（
天
道
）

ア
メ
（
雨
）
↓
ア
マ
ヨ
（
雨
夜
）
・
ア
マ
ゴ
モ
リ
（
雨
隠
）
・
ア
マ
ギ
リ
（
雨
霧
）

サ
ケ
（
酒
）
↓
サ
カ
ヅ
キ
（
酒
杯
）
・
サ
カ
ブ
ネ
（
酒
船
・
酒
槽
）

タ
ケ
（
竹
）
↓
タ
カ
ム
ラ
（
竹
叢
）
・
タ
カ
ト
リ
（
竹
採
）

カ
ゼ
（
風
）
↓
カ
ザ
マ
ツ
リ
（
風
祭
）
・
カ
ザ
ハ
ヤ
（
風
早
）

成
す
る
語
構
成
法
は
、
体
言
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。

一
般
的
に

5
 



る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

a
.
b
.
c
.
d
は、

ア
メ
（
天
）
が
ア
マ
、

こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
有
坂
秀
世
博
士
の
「
国
語
音
韻
史
の
研
究
」
に
詳
し
く
、
原
名
詞
の
エ
列
音
は
乙
類
ま
た
は
乙
類

相
当
の
エ
列
音
で
あ
り
、
そ
れ
が
ア
列
音
に
交
替
し
、
修
飾
す
る
こ
と
は
、
専
門
の
人
に
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

前
項
の
名
詞
と
後
項
の
動
詞
と
か
ら
構
成
さ
れ
た
複
合
動
詞
に
お
い
て
も
、
前
項
の
名
詞
の
語
尾
が
ア
列
音
を
と
る
。

あ

ま

あ

ま

と

あ

ま

が

け

a
安
麻
照
ら
す
神
（
万
葉
、
巻
十
八
、
四
―
二
五
）
、

b
阿
麻
飛
ぶ
鳥
（
允
恭
記
）
、

C

阿
麻
翔
り
、
見
渡
し
給
ひ
（
万
葉
、
巻

あ

ま

く

だ

さ

か

み

づ

五
、
八
九
四
）
、

d
安
麻
降
り
、
知
ら
し
め
し
け
る
（
万
葉
、
巻
十
八
、
四

0
九
四
）
、

e
佐
加
漬
く
ら
し
（
雄
略
記
）
、

f
布

か

ざ

ぎ

ほ

那
飾
り
い
帰
り
来
む
ぞ
（
允
恭
記
）
、
布
奈
飾
り
（
万
葉
、
巻
二
十
、
四
三
二
九
）
、
布
奈
競
ふ
堀
江
（
万
葉
、
巻
二
十
、
四
四

た

に

ぎ

た

に

ぎ

ご

も

六
二
）

g
多
握
り
持
ち
て
（
万
葉
、
巻
五
、
八

0
四
）
、
多
握
り
持
た
し
（
万
葉
、
巻
二
十
、
四
四
六
五
）
、

h
安
麻
隠
り
物
思

む

な

た

た

ふ
時
に
（
万
葉
、
巻
十
五
、
三
七
八
二
）
、
・
1

牟
那
見
る
時
（
神
代
記
）
、

K
多
多
並
め
て

e
は
、
サ
ケ
（
酒
）
が
サ
カ
、

f
は
、
フ
ネ
（
船
）
が
フ
ナ
、

が
夕
、

h
は、

ア
メ
（
雨
）
が
ア
マ
、
・
1

は、

ム
ネ
（
胸
）
が
ム
ナ
、

K
は
、
タ
テ
が
タ
タ
、
と
そ
れ
ぞ
れ
工
列
音
が
ア
列
音
に
な

っ
て
、
後
項
の
動
詞
を
修
飾
し
て
い
る
。
し
か
し
て
こ
れ
ら
の
エ
列
音
の
母
音
は
い
ず
れ
も
乙
類
"e
も
し
く
は
乙
類
相
当
の
音
で
あ

メ
（
目
）
↓
マ
ヘ
（
前
ー
目
辺
）
・
マ
ガ
ハ
（
目
皮
）

テ
（
手
）
↓
タ
モ
ト
（
手
本
）
・
タ
チ
カ
ラ
（
手
力
）

シ
ロ
（
白
）
↓
（
白
雪
）
・
シ
ラ
タ
マ
（
白
玉
）
・
シ
ラ
ク
モ
（
白
雲
）

フ
ネ
（
舟
）
↓
フ
ナ
ビ
ト
（
舟
人
）
・
フ
ナ
ダ
ナ
（
舟
棚
）

ム
ネ
（
胸
）
↓
ム
ナ
チ
（
胸
乳
）

g
は
、
テ
（
手
）
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a
多
迦
斯
理
（
高
知
り
ー
記
）
、

b
多
迦
比
迦
流
（
高
光
る
ー
記
）
、
高
光
（
万
葉
）
、

ゅ

由
久
夜
（
高
行
く
や
ー
記
）

た

か

ふ

と

こ
れ
ら
の
「
高
」
は
形
容
詞
「
高
し
」
の
語
幹
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
「
布
刀
斯
理
（
太
知
り
—
記
）
」
の
よ
う
に
、

ふ

と

ふ

と

た

か

あ

ま

ふ

な

か

ざ

「
太
し
」
の
語
幹
「
太
」
が
ア
列
音
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
を
見
る
と
、
「
高
」
前
記
の
「
天
照
ら
す
」
「
船
飾
り
」
な
ど

の
一
群
の
事
例
と
同
じ
く
、
名
詞
「
タ
ケ
（
岳
）
」
の
語
尾
が
修
飾
機
能
を
表
わ
す
た
め
に
ア
列
音
を
と
っ
た
「
タ
カ
」
が
、
形
容

詞
「
高
し
」
の
語
幹
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い

や

さ

き

だ

と

ほ

A
a
伊
多
那
加
婆
（
甚
泣
か
ば
ー
記
）
、

b
伊
夜
佐
岐
随
且
流
（
弥
前
立
て
る
ー
記
）
・
伊
夜
等
保
曾
吉
奴
（
い
や
遠
ぞ
き
ぬ
ー
万

葉
、
巻
十
四
、
三
三
八
九
）
・
伊
夜
等
保
奈
我
伎
（
い
や
遠
長
き
ー
万
葉
、
巻
十
四
、
三
三
五
六
）
・
伊
夜
哀
許
邁
斯
且
（
い
や

愚
に
し
て
ー
応
神
記
）
•
い
や
遠
に
（
万
葉
）
・
い
や
高
に
（
万
葉
）
・
伊
也
乎
知
爾
（
い
や
変
若
に
ー
万
葉
、
巻
二
十
、
四
四

四
六
）
・
弥
年
爾
（
い
や
年
に
ー
万
葉
、
巻
十
九
、
四
ニ
ニ
九
）
・
弥
痩
爾
（
い
や
痩
せ
に
ー
万
葉
、
巻
八
、
一
四
六
二
）
•
い

ま

す

ま

す

し

く

し

く

や
益
し
に
（
万
葉
）
•
い
や
益
益
に
（
万
葉
）
・
い
や
頻
頻
に
（
万
葉
）
．

す

べ

な

B
a
伊
多
母
須
散
奈
之
（
い
た
も
術
な
し
ー
万
葉
、
巻
十
五
、
三
七
八
五
）
．
痛
毛
為
使
奈
美
（
い
た
も
術
無
み
ー
万
葉
、
巻
三
、

ね
た

四
五
六
）
、
伊
刀
母
須
弊
奈
之
（
い
と
も
術
な
し
ー
万
葉
、
巻
二
十
、
四
三
八
一
）
、C
伊
登
禰
多
家
口
波
（
い
と
妬
た
く
は
—

一
四
二
五
）
・
伊
等
乃
伎
提
（
い
と
除
き

万
葉
、
巻
十
八
、
四

0
九
二
）
．
甚
恋
目
夜
裳
（
い
と
恋
ひ
め
や
も
ー
万
葉
、
巻
八
、

て
ー
万
葉
、
巻
五
、

四

0
九
四
）
・
伊
与
余

八
九
二
）
ー
伊
等
能
伎
提
ー
八
九
七
）

右
の

A
.
B
の
事
例
を
対
照
す
る
と
、
「
イ
タ
」
に
対
し
「
イ
ト
」
、
「
イ
タ
モ
」
に
対
し
「
イ
ト
モ
」
が
あ
る
。
「
イ
ヤ
」
に
対
す

る
「
イ
ヨ
」
は
見
当
ら
な
い
が
、
伊
与
余
（
巻
五
、
七
九
三
）
・
伊
余
与
（
巻
十
八
、 の

方
は
、

（
巻
二
十
、

た
か
て
ら
す
た
か
て
ら
す

C

高
照
・
高
輝
（
以
上
万
葉
）
、

四
四
六

d
多
迦
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七
）
が
万
葉
に
見
え
る
。
「
イ
ヨ
ョ
」
は
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」
の
縮
約
形
で
あ
る
。
「
イ
タ
」
と
「
イ
ト
」
、
「
イ
ヤ
」
と
「
イ
ヨ
」
は
、
母

音
交
替
で
、
「
イ
ト
」
「
イ
ヨ
」
の
「
ト
・
ョ
」
は
乙
類
0

で、

a
が
"
0

に
交
替
し
た
も
の
で
、
「
イ
タ
」
「
イ
ヤ
」
が
古
い
形
で
、

「
イ
タ
（
モ
）
」
「
イ
ト
（
モ
）
」
「
イ
ヤ
」
「
イ
ヨ
ョ
」
は
一
往
副
詞
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
「
モ
」
が
付
か
な
い
で
、
「
イ

し
た
が
っ
て
、
副
詞
の
中
に
も
、

タ
」
「
イ
ヤ
」
と
ア
列
音
か
ら
下
の
語
に
直
接
す
る
と
、
複
合
語
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
く
る
。
語
尾
の
ア
列
音
が
修

飾
機
能
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
伊
多
且
（
痛
手
ー
仲
哀
記
）
」
は
、
「
イ
タ
」
が
名
詞
を
修
飾
し
た
複
合
名
詞
で
あ
る
。

そ
の
語
末
音
が
ア
列
音
と
交
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
修
飾
す
る
語
と
結
合
し
て
新
に

以
上
、
考
察
し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
古
代
語
に
お
い
て
は
、
動
詞
は
そ
の
活
用
形
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
体
言
・
副
詞

の
無
活
用
語
に
お
い
て
は
、
語
末
音
が
ア
列
音
と
交
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
形
容
詞
の
語
幹
の
末
音
が
ア
列
音
で
あ
る
も
の
は
、

語
幹
が
そ
の
ま
ま
で
、
直
接
す
る
下
の
語
を
修
飾
し
て
、
複
合
語
を
構
成
す
る
、
複
合
語
構
成
法
の
一
形
式
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
よ
う
な
複
合
語
の
語
構
成
法
は
、
上
代
で
も
古
い
時
代
の
文
献
に
多
く
現
わ

れ
、
文
献
時
代
に
つ
な
が
る
史
前
日
本
語
時
代
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
複
合
語
の
語
構
成
法
が
行
わ
れ
て
い
て
、
奈
良
時
代
は
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
、
特
定
の
語
に
つ
づ
く
以
外
は
、
む
し
ろ
衰
退
期
に
臨
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

や

ま

ぶ

き

よ

そ

し

み

づ

く

み

ち

山
振
の
立
ち
儀
ひ
た
る
山
清
水
酌
み
に
行
か
め
ど
道
之
白
鳴
（
巻
二
、
一
五
八
）

あ

ま

磯
ご
と
に
海
人
の
釣
船
泊
て
に
け
り
わ
が
船
泊
て
む
伊
蘇
乃
之
良
奈
久
（
巻
十
七
、
三
八
九
二
）

複
合
語
を
構
成
す
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
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ア
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音
の
機
能
と
ク
語
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田
）

う

ぺ

よ

い

ね

な

く

に

春
な
れ
ば
宜
も
咲
き
た
る
梅
の
花
君
を
思
ふ
と
夜
眠
も
禰
奈
久
燕
（
巻
五
、
八
三
一
）

ヘ
だ
た
ら
な
く
に

情
ゆ
も
吾
が
思
わ
ざ
り
き
山
河
も
隔
莫
国
か
く
恋
ひ
む
と
は
（
巻
四
、
六

0
1
)

右
の
四
首
中
、
は
じ
め
の
二
首
の
「
道
の
知
ら
な
く
」
「
磯
の
知
ら
な
く
」
は
、

そ
の
終
止
は
連
体
形
乃
至
準
体
言
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
後
の
二
首
の

そ
れ
は
、

つ
い
て
い
る
よ
う
に
見

格
助
詞
「
の
」
を
受
け
る
述
語
で
あ
る
の
で
、

ね

へ

だ

「
寝
な
く
に
」
「
隔
た
ら
な
く
に
」
も
、
助
詞
「
に
」

の
未
然
形
）
」

が
付
い
て
い
る
か
ら
、
「
寝
な
く
」
「
隔
た
ら
な
く
」
の
「
な
く
」
が
、
前
の
二
首
の
「
な
く
」
と
同
じ
く
連
体
形
乃
至
準
体
言
で
あ

る
。
「
知
ら
」
「
寝
（
下
二
段
活
「
寝
」
の
未
然
形
）
」
「
隔
た
ら
（
四
段
活
「
隔
た
る
」

る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
、
未
然
形
に
「
な
く
」
「
な
く
」
「
な
く
に
」
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
「
な
く
」
の
「
な
」
は
、
「
な
（
未
然
）
．

に
（
連
用
）
．
ぬ
（
終
止
）
．
ぬ
（
連
体
）
・
ね
（
已
然
）
」
と
活
用
し
た
と
思
わ
れ
る
古
い
時
代
の
否
定
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
に

「
く
」
が
付
い
た
も
の
と
、
一
往
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
、
上
の
述
語
を
体
言
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
見
た
通
り
で
あ
る
。

品
詞
性
は
体
言
的
で
あ
り
、
「
な
く
」
「
な
く
に
」
の
「
く
」
に
関
す
る
限
り
体
言
的
接
尾
語
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
体
言
的
接
尾
語
で
あ
り
な
が
ら
、
否
定
助
動
詞
「
ぬ
」
の
連
体
形
「
ぬ
」
に
付
か
な
い
で
、

「
な
」
に
付
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
形
式
的
に
は
未
然
形
「
な
」
に
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

え
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
動
詞
十
体
言
（
名
詞
）
」
の
語
構
成
の
複
合
名
詞
に
お
い
て
、
前
項
の
動

詞
の
活
用
の
種
類
に
か
か
わ
り
な
く
、
動
詞
の
語
尾
が
ア
列
音
を
と
る
ば
あ
い
、
前
項
の
動
詞
は
、
後
項
の
体
言
を
修
飾
す
る
の
で

あ
る
。
四
段
活
動
詞
及
び
ナ
変
・
ラ
変
動
詞
型
の
活
用
語
の
未
然
形
は
ア
列
音
で
あ
る
の
で
、
す
べ
て
の
動
詞
型
活
用
語
が
ア
列
音

を
と
っ
て
、
後
項
の
語
を
修
飾
す
る
形
式
と
、
四
段
活
及
び
準
四
段
活
型
の
活
用
語
の
ば
あ
い
、
修
飾
形
と
未
然
形
と
が
形
式
的
に

は
一
致
す
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
動
詞
の
み
な
ら
ず
、
体
言
・
形
容
詞
の
語
幹
・
副
詞
等
の
他
の
品
詞
に
お
い
て
も
、
語
尾
が

そ
の

で
あ
る
こ
と
に
は
異
論
は
あ

，
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(if) 

L
ー
箔

m
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m
i
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m
i
r
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固
恕
湮
国

零
仔
泰

ifu 
(囀）

「
ク
」
は
体
言
的
接
尾
語
で
あ
る
。
し
か
し
て
、

四
段
活
・
上
一
段
活
等
の
動
詞
に
お
い
て
は
、

終
止
形
と
連
体
形
と
は
同
形
で

ア
列
音
を
と
る
ば
あ
い
、

そ
の
ア
列
音
は
修
飾
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
、
す
べ
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
な
く
」
の
「
な
」
は
体
言
的
接
尾
語
「
く
」
を
修
飾
す
る
た
め
に
、

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
ク
語
法
」
で
、
動
詞
型
活
用
語
に
お
い
て
は
、
動
詞
・
助
動
詞
と
も
す
べ
て
、

が
付
く
理
由
も
、
従
来
の
説
よ
り
は
、

よ
り
具
体
的
に
合
理
的
に
説
明
が
付
く
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
繰
り
返
し
い
う
よ
う
で

あ
る
が
、
体
言
・
動
詞
・
形
容
詞
の
語
幹
・
副
詞
等
の
語
尾
が
ア
列
音
を
と
る
ば
あ
い
、

ば
あ
い
、

ア
列
音
を
と
っ
た
語
に
下
接
す
る
語
を
修
飾
す
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
か
ら
、
連
体
形
に
体
言
的
接
尾
語
が
付
き
、
連
体
形
が
「
ク
」
を
修
飾
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
修
飾
機
能
を
有
す
る
ア
列
土
日

を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
四
段
活
・
上
一
段
活
の
動
詞
に
つ
い
て

悔

寄

泰

ヽ

稲

許

ifu 

ifaku 

a
r
a
k
u
 

ラ
変
活
は
、
終
止
形
と
連
体
形
と
は
語
尾
母
音
が
異
な
る
だ
け
で
、
連
体
形
が
ル
語
尾
で
な
い
か
ら
、

ク
語
法
で
は
、
四
段
活
＇

つ
ま
り
語
尾
母
音
が

a
母
音
と
交
替
す
る

ア
列
音
か
ら
「
ク
」

四

的
接
尾
語
の
「
く
」
が
付
い
た
の
で
あ
る
。

「
な
」
が
「
ぬ
」
と
交
替
し
た
の
で
あ
り
、

「
な
」
に
体
言

10 



こ
れ
ら
の
動
詞
の
連
体
形
に
お
い
て
も
、
体
言
的
接
尾
語
「
ク
」
を
修
飾
す
る
た
め
に
、
連
体
形
の
語
尾
母
音
U

と
母
音

a
が
交

替
し
た
の
で
あ
る
。
動
詞
型
活
用
を
す
る
助
動
詞
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
述
べ
た
四
段
活
の
古
い
否
定
助
動
詞
「
ぬ
」
を
は
じ
め
、

四
段
活
型
と
思
わ
れ
る
推
菫
「
む
」
、
下
二
段
活
の
完
了
存
続
態
「
つ
」
、

詞
も
、

ァ
列
音
の
機
能
と
ク
語
法
（
福
田
）

ル
語
尾
を
有
し
な
い
動
詞
と
同
じ
く
、

（
回
想
）
「
け
り
」
、
断
定
「
な
り
」
等
い
ず
れ
も
動
詞
の
各
活
用
形
と
同
じ
形
式
で
、
体
言
的
接
尾
語
「
ク
」
に
つ
づ
い
て
い
る
。

本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
「
動
詞
＋
体
言
」
の
語
構
成
の
複
語
名
詞
に
お
い
て
、
前
項
の
動
詞
の
連
体
形
語
尾
が
ル
語
尾
で
あ
る
動

ル
語
尾
を
除
い
た
活
用
形
の
語
尾
が
ア
列
音
を
と
っ
て
、
後
項
の
体
言
に
つ
づ
い
て

い
る
こ
と
は
、

ア
列
音
が
下
接
す
る
体
言
を
修
飾
す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
事
象
に
も
、
他
の
活
用
形
と
連
体

形
成
立
の
年
代
的
差
異
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
。
「
枯
ら
野
」
「
向
か
股
」
等
の
一
類
の
複
合
名
詞
の
存
在
は
、
語
尾
音
が
ア
列
音

と
交
替
し
て
下
の
語
を
修
飾
す
る
、
即
ち
下
に
つ
な
が
る
機
能
を
表
わ
す
語
構
成
法
が
、
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
裏
書
き

斗
冷

inu 
(1±) 

• 
m
u
r
u
 

ヰ
冷

S
U
 (翠）

s
u
r
u
 

辻
燈

k
u
 (310 

k
u
r
u
 

L
l洒

F
l淀

otu 
G
i
)
 

t
u
g
u
 
(15-) 

湮
盟

漆
仔
泰

ナ
変
活
の
動
詞
で
は
、

上
一
段
活
と
同
じ
付
き
方
を
、

oturu 

t
u
g
u
r
u
 

賑
寄
憑

i
n
u
r
a
k
u
 

連
体
形
が
ル
語
尾
を
有
す
る
上
二
段
活
・
下
二
段
活
・
カ
変
活
・
サ
変
活
・

oturaku 

t
u
g
u
r
a
k
u
 

k
u
r
a
k
u
 

s
u
r
a
k
u
 

ヽ
稲
爵

「
ク
」
が
し
て
い
る
。

ナ
変
型
の
完
了
「
ぬ
」
、

ラ
変
型
の
存
在
態
「
り
」
、
過
去
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い
て
も
、
連
体
形
の
古
形
語
尾
「
ケ
」
（
甲
類
）
に
ク
が
付
く
の
が
、

形
容
詞
の
「
ク
語
法
」
で
あ
る
。

「
ク
」
に
つ
づ
く
た
め
に
、

す
る
も
の
で
あ
る
。
古
い
語
法
が
複
合
語
の
中
に
見
出
さ
れ
た
―
つ
の
事
例
と
い
え
よ
う
。

筆
者
は
、
体
言
的
接
尾
語
「
ク
」
は
、
動
詞
型
活
用
語
、
形
容
詞
型
活
用
語
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
連
体
形
に
付
い
た
も
の
で
、

動
詞
型
活
用
語
に
付
く
ば
あ
い
、
動
詞
の
連
体
形
の
ウ
列
音
が
、

と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
（
「
文
学
研
究
」
第
五
十
輯
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
、

照
）
そ
れ
は
、
終
止
形
と
連
体
形
と
が
同
形
で
あ
る
動
詞
型
活
用
語
に
お
い
て
、

三
七
、

か
つ
て
は
終
止
形
と
連
体
形
と
は
、
母
音
の
相
違

が
あ
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
推
定
は
、

終
止
形
語
尾
母
音
と
連
体
形
語
尾
母
音
と
は
異
な
っ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
こ
と
は
変
ら
な
い
。
）

係
に
お
い
て
、

「
ク
」

（
現
在
で
も

0
.
6
.
u
.
u
な
ど
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
に
つ
づ
く
「
ク
」
の
母
音
と
の
関

ま
た
接
尾
辞
が
付
い
て
、
新
た
に
派
生
動
詞
が
作
ら
れ
る
ば
あ
い
の
ア
列
音
（
即
ち

a
母
音
）
の
機
能
の
た
め
に
、

に
つ
づ
く
た
め
に
、

母
音
が

a
に
交
替
し
た
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
母
音
交
替
説
は
、
理
論
的
で

あ
っ
て
も
観
念
的
で
あ
り
、
具
体
性
を
欠
い
て
い
た
た
め
か
、
井
手
至
氏
は
、
連
体
形
に
ク
が
付
い
た
も
の
と
す
る
卑
説
を
認
め
な

が
ら
も
、
母
音
交
替
説
に
つ
い
て
だ
け
は
、
氏
の
批
判
を
受
け
た
。
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
三
十
九
年
十
月
号
所
載
「
ク
語
法
（
加

行
延
言
）
ア
ク
の
説
は
悪
説
か
」
）

母
音
U

が

a
と
交
替
す
る
の
は
、

し
か
し
て
、
動
詞
の
語
尾
が
、
体
言
・
副
詞
の
語
尾
と
共
に
、
下
接
す
る
語
を
修
飾
す
る
た
め
に
、
ア
列
語
尾
に
、

上
代
で
も
古
い
時
期
、
文
献
時
代
の
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
語
法
で
あ
る
。

つ
ま
り
語
尾

体
言
的
接
尾
語
．

動
詞
の
連
体
形
語
尾
が
ア
列
音
を
と
っ
た
の
が
、
動
詞
に
お
け
る
「
ク
語
法
」
で
あ
る
。
形
容
詞
に
お

形
容
詞
の
連
体
形
「
キ
」

筆
者
は
、

者
は
、
そ
の
か
つ
て
の
連
体
形
の
母
音
が
、

筆
者
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

当
時
筆

「
古
代
語
法
存
疑
（
そ
の
二
）
」

八
頁
参

「
ク
」

が
付
く
こ
と
に
よ
り
ア
列
音
に
交
替
し
た
も
の
で
あ
る
、

12 



ア
列
音
の
機
能
と
ク
語
法
（
福
田
）

0

し
げ

之
牙
可
久
爾
（
繁
か
く
に
、
三
四
八
九
）

あ
る
。

の
古
形
に
「
ケ
（
甲
類
）
」
が
あ
り
、
奈
良
時
代
の
大
和
地
方
を
中
心
と
す
る
中
央
語
系
に
も
そ
の
痕
跡
が
見
出
さ
れ
る
が
、
奈
良
時

代
の
東
国
方
言
に
は
多
く
の
事
例
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
古
い
語
法
が
東
国
地
方
に
残
存
し
て
い
る
事
例
の
―
つ
で
あ
る
。
た

だ
、
甲
類
「
ケ
」
が
乙
類
「
け
」
に
混
同
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
い
の
は
、
東
国
方
言
の
成
立
事
情
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
事
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
か
つ
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
「
文
学
研
究
」
第
四
十
八
輯
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
所
載
「
古
代
語

法
存
疑
（
そ
の
一
）
、
「
万
葉
集
大
成
」
言
語
篇
「
東
歌
の
語
法
」
、
「
奈
良
時
代
東
国
方
言
の
研
究
」
昭
和
四
十
年
六
月
、
風
間
書
房

発
行
）
。
な
お
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
巻
十
四
の
東
歌
に
、

わ
ず
か
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
形
容
詞
に
お
い
て
も
、

さ
ら
に
古
い
時
代
は
、
「
ケ
（
甲
類
）
」
か
ら
で
は
な
く
、

ア
列
音
の
「
力
」
か
ら
「
ク
」
が
付
い
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
も
の
が

「
力
」
は
中
央
語
系
の
「
ケ
（
甲
類
）
」
の
東
国
方
言
的
訛
音
と
見
る
こ
と
に
は
、
躊
躇
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
動
詞
型
活
用
語
に

お
け
る
ク
語
法
に
お
い
て
は
す
べ
て
ア
列
音
か
ら
付
き
、
そ
れ
に
東
国
方
言
で
は
、
中
央
語
系
の
形
容
詞
の
古
形
「
ー
—
ー
ケ
（
甲
）
」

「
シ
ケ
（
甲
）
」
の
「
ケ
」
が
、
「
力
」
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
事
例
が
か
な
り
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

国
の
登
保
可
婆
（
遠
か
ば
‘
-
―
―
―
―
―
八
―
―
-
)
、
ま
さ
か
し
余
加
婆
（
良
か
ば
、
三
四
一

0
)
、
等
抱
可
騰
母
（
遠
か
ど
も
、
三
四
七

あ
や

四
）
、
安
夜
抱
可
等
（
危
ほ
か
ど
、
三
五
三
九
）
、
伊
伎
都
久
之
可
婆
（
息
つ
く
し
か
ば
、
四
四
ニ
―
)

し
げ

と
す
る
と
、
「
繁
か
く
に
」
は
、
形
容
詞
の
ク
語
法
の
最
も
古
い
形
が
残
存
し
て
い
た
稀
な
事
例
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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な
ど
の
用
法
は
、
形
容
詞
の
連
用
形
が
、
動
詞
の
連
用
形
と
同
じ
く
述
語
名
詞
と
し
て
の
機
能
を
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
事
例
の
一

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
動
詞
の
ク
語
法
は
、
体
言
的
接
尾
語
「
ク
」
を
修
飾
す
る
た
め
に
、

ー
採
り
入
れ
ら
れ
て
ー
連
体
形
の
ウ
列
音
語
尾
が
ア
列
音
語
尾
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
記
紀
と
万
葉
集
と
を
比
較
し
て
、
記
紀
に
は

動
詞
の
ク
語
法
の
事
例
数
は
極
め
て
少
な
く
、
形
容
詞
の
ク
語
法
の
事
例
数
が
多
く
、
万
葉
集
に
は
、
比
較
的
に
、
逆
に
動
詞
の
ク

形
容
詞
の
事
例
数
が
少
な
い
こ
と
は
、
井
手
至
氏
の
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
（
「
人
文
研
究
」

が
先
で
あ
る
か
は
、

語
法
の
事
例
数
が
多
く
、

六
巻
、
第
三
号
、
昭
和
四
十
年
三
月
所
載
「
万
葉
集
の
ク
語
法
」
）
動
詞
の
ク
語
法
と
形
容
詞
の
ク
語
法
と
は
、
発
生
的
に
い
ず
れ

に
わ
か
に
決
め
か
ね
る
も
の
が
あ
る
が
、
形
容
詞
的
用
法
が
先
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ク
語
法
に
つ
い
て
は
、

た
こ
と
に
あ
る
。

ア
列
音
の
修
飾
機
能
が
作
用
し
て

ま
だ
論
ず
べ
き
事
項
が
少
な
く
な
い
が
、
原
稿
締
切
り
の
期
日
も
す
で
に
過
ぎ
て
い
る
の
で
、

つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
形
容
詞
の
「
ク
」
「
シ
ク
」
の
「
ク
」
が
、

ク
語
法
の
ク
と
同
語
源
で
、

一
往
筆
を

第
十

か
つ
て
は
体
言
的
接
尾
語
で
あ
っ

ゎ

故
非
之
久
能
（
恋
ひ
し
く
の
）
多
か
る
吾
れ
は
（
巻
二
十
、
四
四
七
五
）

も
の
が
あ
る
。

「
シ
ク
」

の
ク
も
同
一
語
源
で
あ
ろ
う
。

ク
語
法
の
ク
は
、

（
奥
処
）
の
力
と
語
源
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
場
所
や
事
を
意
味
す
る
体
言
的
接
尾
語
で
あ
る
。
形
容
詞
の
連
用
形
「
ク
」

五
イ
ヅ
ク
・
コ
モ
リ
ク
（
隠
久
）
の
ク
と
同
じ
く
、

ま
た
コ
コ
・
ソ
コ
の
コ
、

用
言
の
連
用
形
の
機
能
の
一
っ
に
は
、
述
語
的
で
あ
る
と
同
時
に
体
言
的
機
能
を
表
わ
す

ア
ラ
カ

（
在
処
・
殿
）
・
オ
ク
カ
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ア
列
音
の
機
能
と
ク
語
法
（
福
田
）

果
的
に
は
ク
が
連
体
形
に
付
い
た
も
の
で
あ
り
、

は
、
ア
列
音
は
切
れ
る
音
で
は
な
く
、
必
ず
下
に
続
く
音
で
あ
る
こ
と
、

概
説
し
得
た
と
思
う
。

ま
た
下
接
の
語
を
修
飾
す
る
音
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

無
活
用
語
の
語
と
し
て
、

そ
の
語
形
が
ア
列
音
に
終
わ
っ
て
い
る
語
を
除
い
て

措
く
こ
と
に
す
る
が
、
古
代
日
本
語
に
お
け
る
ア
列
音
(

a

)

の
修
飾
機
能
を
考
察
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
動
詞
に
お
い
て
も
、
結
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